
当初予算 （令和５年度）
財政課財政係　☎ 0824-73-1129

　令和５年度は、平成 30 年災、令和２年災に係る事業の予算
措置が終了したことに伴い、災害復旧事業が前年比約 14.1 億円
の大幅な減額となりました。それにより、一般会計当初予算額
は 299 億６万円となり、平成 30 年度以来５年ぶりに 300 億円
を下回りました。
　「第２期長期総合計画・後期実施計画」および「第２期庄原い
ちばんづくり」に基づき、人口減少の抑制に必要な施策や、ＤＸ（デ
ジタルトランスフォーメーション）の推進など新しい生活様式に対
応した事業の展開に重点を置いた予算編成としました。
　人口減少対策では、「働く場の確保」「安心して住み続けること
ができる環境づくり」「人を呼び込むための仕組みづくり」を柱と

して、新規林業就業者や新規就農者への支援事業、介護人材
確保のための新たな補助制度、庄原ファンクラブでの会員交流
会の開催による関係人口の創出など「10 年先のまちづくり」を見
据えた事業に取り組みます。
　ＤＸの推進では、電子図書サービスの拡充、住民票などをコン
ビニで取得できるサービスの提供、ＬＩＮＥを活用した情報発信
のさらなる充実などを進めます。
　新規・拡充事業では、乳幼児等医療費助成の対象年齢を18
歳まで拡充し、子育て世代の経済的負担軽減を図るほか、リ
ニューアルした市民会館で開館記念行事を実施するなど、多様な
取り組みを展開します。

　普通交付税の算定において、マイナンバーカードを利活用
した住民サービス向上のための地域のデジタル化や、公債
費（市債の元利償還金）など、標準的な行政経費の増額
を見込んでいます。しかし、そこから差し引く税収などの収
入の増額により普通交付税が減少するため、地方交付税
全体では前年度比 0.6％減の 139 億 9,041 万円を見込ん
でいます。

　 令和５年度当初予算の概要 ※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は
必ずしも一致しません。

※▲はマイナスを表しています。
https://www.city. shobara .hiroshima .jp/main/
government/zaisei/post_715.html

　市民税では、物価高騰の影響があるものの、経済対策
の下支えなどによる社会経済活動の回復を見据え、前年度
比 2.3％増の 14 億 6,396 万円を見込んでいます。　
　また、固定資産税では、家屋の新増築による増や、太
陽光発電など設備投資による償却資産の増を見込んでお
り、前年度比 3.2％増の 19 億 3,961 万円としています。
　市税全体では、前年度比 2.7％増の 37 億 8,395 万円
を見込んでいます。

　市債は、令和３年豪雨災害などに係る災害復旧債３億
6,630 万円のほか、第２期長期総合計画・後期実施計画
の財源などとして、前年度比 5.7％増の 31 億 3,123 万円を
見込んでいます。
　主に、道路新設改良や除雪機購入などに係る過疎・辺
地対策事業債 15 億 600 万円、旧備北クリーンセンターの解
体や旧学校施設など普通財産の除却などに係る旧合併特
例事業債６億 6,440 万円などの借り入れを予定しています。

　　　　　　　　　■ 一般会計の歳入と歳出のポイント

　　　　　　　　　■ 会計別の令和５年度予算額および前年度予算額との比較
会 計 名 令和５年度 令和４年度 増減額 増減率
一般会計 299億6万円 312億4,759万円 ▲13億4,753万円 ▲ 4.3%
特別会計 116億300万円 116億6,566万円 ▲6,266万円 ▲ 0.5%

住宅資金特別会計 266万円 284万円 ▲18万円 ▲ 6.5%
歯科診療所特別会計 3,442万円 2,266万円 1,177万円 51.9%
休日診療センター特別会計 1,248万円 1,250万円 ▲1万円 ▲ 0.1%
国民健康保険特別会計 37億8,496万円 39億789万円 ▲1億2,293万円 ▲ 3.1%
国民健康保険特別会計（直診勘定） 8,336万円 7,633万円 703万円 9.2%
後期高齢者医療特別会計 7億881万円 6億8,198万円 2,683万円 3.9%
介護保険特別会計 62億8,297万円 62億9,314万円 ▲1,017万円 ▲ 0.2%
介護保険サービス事業特別会計 5,959万円 5,840万円 119万円 2.0%
農業集落排水事業特別会計 3億8,977万円 3億8,396万円 581万円 1.5%
浄化槽整備事業特別会計 2億4,199万円 2億2,397万円 1,802万円 8.0%
宅地造成事業特別会計 199万円 199万円 0万円 0.0%

企業会計 29億9,231万円 49億1,798万円 ▲19億2,567万円 ▲ 39.2%
水道事業会計 0万円 20億2,235万円 ▲20億2,235万円 ▲ 100.0%
下水道事業会計 15億2,849万円 14億2,336万円 ▲1億513万円 ▲ 7.4%
病院事業会計 14億6,382万円 14億7,226万円 ▲844万円 ▲ 0.6%

比和財産区特別会計 379万円 282万円 96万円 34.1%
合　　計 444億9,915万円 478億3,404万円 ▲33億3,489万円 ▲ 7.0%

※水道事業会計は令和５年度から広島県水道広域連合企業団に移行しました。

予 算 額

予算の概要

　　　　　　　　　■ 目的別に見た市民１人に使われる市のお金 （一般会計）

１人当たり　92.1万円　　人口　32,480人（令和５年２月28日現在）

民生費 公債費 総務費 土木費 衛生費 農林水産業費 教育費 その他
高 齢 者・ 障
害者などの福
祉、 子 育 て
支援などに

市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

道路・橋の整
備、公園・公
営住宅の管理
などに

医療の充実、
健康診査、ご
み 処 理、 水
道事業などに

新 規 就 農 者
支援、農業担
い手支援、森
林整備などに

学校教育、文
化・スポーツ
振興などに

市議会運営、
商 工 業 、 観
光振興、消防・
防災などに

22.7 万円 13.8 万円 11.0 万円 9.0 万円 8.7 万円 7.9 万円 6.2 万円 12.8 万円

予算の使途

令和５年度当初予算における
災害復旧事業

令和５年度当初予算では、令和３年および令和４年災害復旧
事業費など、15 億 2,109 万円を計上しています。　

公共土木施設災害復旧事業など
（市の管理する道路、河川などの復旧） 9.1 億円

●公共土木施設災害復旧事業（過年）　　  ８億 776 万円
●公共土木施設災害復旧事業【単独】（過年）8,000 万円 ほか

農林水産施設災害復旧事業
（農地、農業用施設、林道などの復旧） 6.1 億円

●農地災害復旧事業（過年）　　　　　 １億 7,972 万円
●農業用施設災害復旧事業（過年）　　３億 2,055 万円
●林道災害復旧事業（過年）　　　　　　　　 298 万円　ほか

歳　入

　計画的な借入により、前年度比 0.4％減の 44 億 6,631
万円を見込んでいます。

　消防団員の処遇改善のため、年額報酬を見直したことな
どにより、前年度比 4.2％増の 43 億 1,674 万円を見込ん
でいます。

　普通建設事業では、脱炭素化社会構築の推進に伴う
本庁舎の LED 化工事や、田園文化センターのキッズスペー
スや閲覧室の整備、学校施設の長寿命化などを実施する
予定としています。
　一方で、市民会館・庄原自治振興センターの大規模改
修事業の完了などにより前年度比 8.8％減の 39 億 3,751
万円を計上しています。

　旧備北クリーンセンターの解体や旧学校施設など普通財
産の除却などにより、前年度比 7.3％増の 43 億 242 万円
を計上しています。

歳　出

歳 入
299億6万円

■市税
　37億8,395万円
　（+2.7%）

■繰入金など
　19億9,976万円
　（▲10.2%）

■地方交付税
　139億9,041万円
　（▲0.6%）

■国・県支出金
　53億5,136万円
　（▲20.1%）

■市債
　31億3,123万円
　（+5.7%）

■地方消費税交付金など
　16億4,335万円
　（+2.5%）

【自主財源】
57億8,370万円
（▲2.2%）

【依存財源】
241億1,636万円
（▲4.8%）

■人件費
　43億1,674万円
　（+4.2%）

■普通建設事業費
　39億3,751万円
　（▲8.8%）

■災害復旧事業費
　15億2,109万円
　（▲48.2%）

■物件費・維持補修費
　43億242万円
　（+7.3%）

■補助費等
　43億5,643万円
　（▲0.4%）

■貸付金
　1億6,934万円
　（▲1.4%）

■繰出金など
　31億3,810万円
　（+0.8%）

歳 出
299億6万円

　【義務的経費】
　124億7,517万円
　（+1.2%）

【投資的経費】
54億5,860万円
（▲24.7%）

【その他経費】
119億6,629万円
（+2.6%）

■扶助費
　36億9,212万円
　（+0.2%）

■公債費
　44億6,631万円
　（▲0.4%）
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　　　　　　　　　■ 庄原いちばんづくりの３つの基本政策に沿った事業を紹介します主な事業

比婆牛ブランド化の推進
４,１８１万円【継続】

　比婆牛血統和牛の繁殖や肥育頭数の拡
大に引き続き取り組むとともに、JA ひろ
しま・全農と連携し精肉販売ルートを確
立することで市内外の取扱数量の増加に
取り組みます。
　また、比婆牛の知名度向上や取扱店舗
増加など、販路を拡大することで生産者
への還元を図ります。

循環型林業推進補助金
２，１５９万円【拡充】

　充実した森林資源を有効活用すると同
時に、伐採後に植栽を行う再造林を支援す
るため、植栽への補助制度を拡充します。
　また、下刈り、枝打ち、除伐、保育間伐を
新しく補助対象に加えることで、自己負担
の軽減を図り、循環型林業を推進します。

有害鳥獣処理施設運営
１，２４０万円【拡充】

　有害鳥獣処理施設の運営を行い、イノ
シシなどの捕獲促進につなげ、加工可能
な肉はジビエやペットフードの原料とし
て有効活用を図ります。
　また、近年増加しつつあるイノシシや
シカに対応するため、処理施設の方向性
について検討を行います。

「地域産業」のいちばん

●サテライトオフィス誘致促進事業 ８５０万円　●新規就農者支援事業 ４，５３０万円 ●中小企業振興対策 ７，３８２万円

乳幼児等医療費助成
６，７１９万円【拡充】

　乳幼児などの医療費助成につい
て、15 歳から18 歳まで引き上げると
ともに、所得制限を廃止することで、
子育て世代の経済的負担の軽減を図
り、子育て環境のさらなる充実を目
指します。

高齢者等の生活支援
３，４４９万円【拡充】

　ひとり暮らし高齢者等巡回相談員事業、
緊急通報体制整備事業など、高齢者が安心
して暮らすための支援の充実を図ります。
　また、市内の介護サービス事業所のサー
ビス提供体制を維持するため、介護人材の
確保・定着に向けた取り組みを推進します。

ＪＲ芸備線・木次線利用促進事業
１，０４４万円【拡充】

　ＪＲ芸備線・高速バス割引乗車券
への補助制度の新設や、備後庄原駅
の開業100 周年を記念した式典の開
催などを通じ、利用促進に向けた取
り組みを進めます。

「暮らしの安心」のいちばん

●脱炭素地域推進事業 ７，５９０万円 ●図書館の管理運営 １億４５７万円 ●消防団員報酬および出動手当処遇改善 ７，０２０万円

定住促進事業
４，８４４万円【継続】

　人口の維持が集落機能の確保や産業振
興の視点からも重要な課題であることか
ら、移住・定住に係る地域マネージャー
の配置などにより、本市で暮らす若者の
定住支援と市外からの転入定住の促進を
図ります。

市民会館開館記念事業
８３９万円【新規】

　６月からの市民会館大ホールの供用開
始に伴い、市民の文化交流および発信拠
点施設としてのリニューアルを記念した
大ホール開館記念行事などを行います。

庄原ファンクラブ事業
５９９万円【拡充】

　庄原を「知ってもらう」ためのプロモー
ション強化や、「来てもらう」ための取り
組みを通じた庄原ファンクラブ活動を充
実させることにより、関係人口の創出を
図り、活力あるまちづくりを目指します。

「にぎわいと活力」のいちばん

●自治振興区の運営支援 ２億６，７２１万円 ●地域おこし協力隊の活用 １，３６０万円 ●名勝・国定公園帝釈峡記念事業 ６００万円

歳　入 　　　　　　　　　（単位：万円）

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

市税 774 864
未利用財産の利活用 200 200
広告料収入の確保 200 10
ふるさと応援寄附金 300 300
歳入合計（A） 1,474 1,374

歳　出　　　　　　　　　　　（単位：万円）

取 組 項 目 目標額 当初予算
取組効果額

繰出金 ▲ 1,324 ▲ 1,879
公債費 ▲ 5,126 ▲ 5,126
普通建設事業
充当一般財源 ▲ 4,000 ▲ 4,000

歳出合計（B） ▲10,450 ▲11,005

効果額および目標額の合計  （単位：万円）

合　計 目標額 当初予算
取組効果額

合計（B-A） ▲ 11,924 ▲ 12,379

取組効果額は次の
とおりです。

　令和５年度当初予算における「第２期持続可能な財政運営プラン ～後期実施計画～」による取組効果額は
次のとおりです。

第２期持続可能な財政運営プランによる取組効果額

引き続き無料で接種が受けられます引き続き無料で接種が受けられます
保健医療課新型コロナウイルスワクチン担当　☎0824-73-1137

　新型コロナウイルスワクチンは本年も引き続き、無料で接種を受けることができます。
　本年度より追加接種の回数が変更され、年齢や基礎疾患の有無などにより、年２回（春開始接種と秋
開始接種）または年１回（秋開始接種のみ）となります。

新型コロナウイルスワクチン新型コロナウイルスワクチン
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保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
７

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

秋
開
始
接
種

　

年
２
回
接
種
の
対
象
・
対
象
外
に
関
わ

ら
ず
、
初
回
接
種
を
終
え
た
５
歳
以
上
の

全
て
の
人
が
、
９
月
～
12
月
に
１
回
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
方
法

　

接
種
を
受
け
る
に
は
、
ご
自
身
で
予
約

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
次
の
方
法
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
請
の
際
に
は
、
接
種
券
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
、
市
が
接
種

日
時
を
指
定
す
る
「
お
ま
か
せ
予
約
」
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
接
種
券
に
同
封
の
案
内
文

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｗ
ｅ
ｂ
予
約

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
予
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
ペ
ー
ジ

https://v-yoyaku.
jp/342106-shobara

窓
口
予
約

　

市
役
所
の
窓
口
で
接
種
予
約
が
で
き
ま

す
。

予
約
窓
口

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

電
話
予
約

　

電
話
で
接
種
予
約
が
で
き
ま
す
。

※
期
間
中
、
電
話
が
込
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
ま
た
は
窓
口
で
の

予
約
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

予
約
窓
口

保
健
医
療
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
担
当

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
７

（
市
役
所
開
庁
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15

分
）
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